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今月号の表紙
　令和６年１月４日に野見金公園の上空か
らドローンで撮影を行いました。
　夕焼け空の美しい景色の中に、富士山の
シルエットを確認することができました。

（撮影者：齊藤昇正）

議会だより
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こ
の
議
会
で
は
、
町
長

か
ら
提
出
さ
れ
た
、
計
５

議
案
の
ほ
か
、
発
議
１
件

に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案

の
と
お
り
承
認
・
可
決
し

ま
し
た
。

国・県の勧告に基づき、
月例給及び期末手当等の引き上げ

全ての議案において可決

「専
せ ん け つ し ょ ぶ ん

決処分」※２ってなあに？

臨
時
議
会
・
定
例
議
会

第３回
臨時議会

令和５年長南町議会第３回臨時議会 議決結果
議案番号 件　名 内　容 議決の結果※１

承　認
第１号

専決処分※２の承認を求めるこ
とについて

（令和５年度長南町一般会計補
正予算（第４号））

歳入歳出それぞれに 3 億 8,996 万 6 千円を追加
し、予算総額を 53 億 6,335 万円とするもの

（台風第 13 号接近に伴う大雨による農地農業用施
設及び公共土木施設の災害復旧費　ほか）

承　認
賛 (9)
否 (0)

議　案
第１号

長南町一般職の職員の給与等
に関する条例及び長南町一般
職の任期付職員の採用等に関
する条例の一部を改正する条
例の制定について

国・県の勧告に基づく給与等の改定に準拠し、一
般職及び特別職の給与等に関する条例を、それぞ
れ一部改正しようとするもの

一般職の職員の月例給及び期末手当等を 0.1 月分
引上げ、年間支給月数を 4.5 月分、また特別職の
期末手当の年間支給月数を 4.5 月分とするもの

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第２号

長南町特別職の職員の給与及
び旅費に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第３号

令和５年度長南町一般会計補
正予算（第５号）について

歳入歳出それぞれに 1,347 万 9 千円を追加し、
予算総額を 53 億 7,682 万 9 千円とするもの

（給与等に関する条例の一部改正に伴う人件費）

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第４号

令和５年度長南町農業集落排
水事業特別会計補正予算（第
２号）について

歳入歳出それぞれに 17 万 7 千円を追加し、予算
総額を 2 億 2,745 万 1 千円とするもの

（給与等に関する条例の一部改正に伴う人件費）

原案可決
賛 (9)
否 (0)

発　議
第１号

議会の議員の議員報酬及び費
用弁償等に関する条例の一部
を改正する条例の制定につい
て

特別職の条例改正の内容に準じ、議会議員の期末
手当の年間支給月数を 4.5 月分とするもの

原案可決
賛 (9)
否 (0)

※１ 議長は議事進行を行うため、採決に加わりません。現在の在職議員 10 名（議員定数 10 名）

［会期］11月30日
（1日間）

地方自治法の規定では、議会が議決すべき案件で議会を開催する時間的余裕が
なく、緊急を要する場合等は、町長が議会の議決の代わりに意思決定することが
できます。この場合は直近の議会で報告し、承認が必要となります。
例として、自然災害等の地震や大雨・台風による災害復旧のための応急措置な
どがあります。
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こ
の
議
会
で
は
、
町
長

か
ら
提
出
さ
れ
た
、
計
４

議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
は
３

人
の
議
員
が
行
い
ま
し

た
。（
４
ペ
ー
ジ
か
ら
掲

載
）旧長南小学校

　　  財産の無償貸付　ほか

全ての議案で原案可決

臨
時
議
会
・
定
例
議
会

第４回
定例議会

令和５年長南町議会第４回定例議会 議決結果
議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※）

議　案
第１号

長南町有線共聴施設の設置及
び管理に関する条例の制定に
ついて

西地区において令和４年度から実施している有線
共聴施設の光化改修工事が令和５年度内に完了す
ることから、管理区分等を定める条例を新たに制
定しようとするもの

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第２号

長南町国民健康保険税条例の
一部を改正する条例の制定に
ついて

全世代対応型の社会保障制度を構築するための健
康保険法等の一部を改正する法律が、令和５年５
月１９日に公布され、国民健康保険税の改正部分
が、令和６年１月１日から施行されることに伴い、
条例の一部を改正しようとするもの

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第３号

財産の無償貸付につき議決を
求めることについて

旧長南小学校の貸付について、契約期間満了につ
き、土地は建物の底地（用地）を有償貸付、建物
は校舎及び附属物を無償貸付するため、議決を求
めるもの

【相手方】一般社団法人　おかえり集学校
【期　間】令和６年４月１日から
　　　　  令和１１年３月３１日まで（５年間）

原案可決
賛 (6)
否 (3) 宮﨑､ 板倉､
　　  加藤

反対討論　全部有償にすべき（板倉）
　建物部分は今までと同様に無償で、今回から地代は有償ということですが、建
物が老朽化していて、外壁の塗装も傷んでいるので、修繕費がかかるのではない
かと考えます。
　全部有償にして、町で委託するものは委託して払うものは払う、もらうものは
もらい、きちんと線を引いた方がいいのではないかと考え、反対をします。
賛成討論　４点を理由に賛成します（森川）
　次の４点を理由に賛成します。
　・無償貸付から５年経って、その経過が良好
　・建物の底地部分は有償貸付にする
　・利用している町民多数から「助かっている」の声がある
　・長南町のＩＴ部門をリードする、なくてはならない存在になっている

議　案
第４号

令和５年度長南町一般会計補
正予算（第６号）について

歳入歳出それぞれに 5 億 406 万 2 千円を追加し、
予算総額を 58 億 8,089 万 1 千円とするもの

（物価高騰対応重点支援給付金、災害復旧事業　
ほか）

原案可決
賛 (9)
否 (0)

※ 議長は議事進行を行うため、採決に加わりません。現在の在職議員 10 名（議員定数 10 名）

［会期］12月5日〜8日
（４日間）
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ここが聞きたい！

一般質問は、質問者本人の原稿をそのまま掲載しています。
□印の質問は掲載された質問ですが、★印は紙面の都合により掲載していません。
詳しくは、議会ホームページの会議録をご覧ください。

定例会の１日目に一般質問が行われ、３人の議員が町政について質問しました。
件名について掲載いたします。
なお、一般質問は町政全般について、希望する議員が質問や提言を行うもので、制限時間は１人
につき１時間です。

３人の議員が一般質問を行う

町
政
を

　う

町
政
を

　う
問問

太田 久之　議員
　□ 災害対応の反省点と今後の課題は
　□ ホームページの避難場所・避難所の区分けについて
　□ 「避難行動要支援者」への対応は

鈴木 ゆきこ　議員
　□ 災害時には何をするか指示を出して
　□ 災害時の対応マニュアルや、ポスター作成について
　□ 防災行政無線の活用について
　□ 児童虐待について　　　　
　□ 児童虐待の支援について
　★ 子宮頸がんの撲滅に向けた取り組みについて
　★ 身体障害者等用駐車場の利用証について

加藤 喜男　議員
　□ 出産祝金は町長の手渡しで
　□ 町内の主要河川に監視カメラを
　□ 町民懇談会の状況は
　★ 環境問題について
　★ 住民の健康診断について

P7

P5

P6

一
般
質
問

?
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一
般
質
問

加藤喜男

災害対応の反省点と
今後の課題は

自主防災組織の更なる立上げに取り組む

９
月
８
日
の
台

風
13
号
に
伴
う
豪

雨
で
は
、
令
和
元
年
の
台

風
21
号
の
災
害
時
を
上
回

る
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

令
和
元
年
災
や
今
回
の

災
害
等
を
含
め
、
災
害
時

の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
は

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

今
回
の
災
害
の
反
省
点
や

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

避
難
場
所
・
避

難
所
で
す
が
、【
住

民
が
当
た
り
前
】【
こ
こ

は
安
全
】
と
い
う
概
念
で

は
な
く
、
災
害
に
よ
っ
て

避
難
場
所
・
避
難
所
に
危

険
が
潜
ん
で
い
る
可
能
性

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
避
難
場
所
・
避

難
所
で
浸
水
す
る
可
能
性

が
あ
る
場
所
が
あ
る
か
を

伺
い
ま
す
。

災
害
時
に
自
身

の
安
全
を
守
る
行

動
は
自
助
が
基
本
か
と
思

い
ま
す
が
、
避
難
し
た
く

て
も
避
難
で
き
な
い
方
も

い
る
か
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
の
方
や
身
体
の

ご
不
自
由
な
方
へ
の
対
応

と
し
て
、【
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
の
作
成
】
が

あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
整

備
状
況
及
び
今
回
の
災
害

で
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

問

問

問

今
回
の
災
害
は
想
定
よ

り
短
時
間
に
大
量
の
降
雨

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ど

の
よ
う
な
状
況
に
も
対
応

で
き
る
体
制
の
整
備
と
防

災
訓
練
の
実
施
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

避
難
場
所
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
る
、
旧
豊
栄
小

学
校
と
長
南
中
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
、
地
域
周
辺

の
浸
水
を
防
ぐ
た
め
、
一

時
的
に
雨
水
を
貯
留
す
る

構
造
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
甚
大
な
洪
水
災
害

議員太田久之

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

「
避
難
行
動
要
支
援

者
」
へ
の
対
応
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
避

難
場
所
・
避
難
所
の

区
分
け
に
つ
い
て

災
害
の
種
類
に
応
じ

た
避
難
場
所
を
提
供

災
害
時
要
支
援
者
へ

の
支
援
活
動

福
祉
課
長

福
祉
課
長

ま
た
、
災
害
時
に
は
地

域
の
防
災
組
織
と
し
て

「
共
助
」
の
要
と
な
る
、

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
が
災

害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
、
防
災
活
動
を

も
活
発
に
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
か
ら
、
自
主
防
災

組
織
を
１
つ
で
も
多
く
立

上
げ
、
地
域
防
災
力
を
高

め
る
た
め
の
取
り
組
み
に

努
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

の
際
に
は
避
難
場
所
と
し

て
相
応
し
く
な
い
場
所
と

な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
災
害

の
種
類
に
応
じ
た
避
難
場

所
の
情
報
提
供
を
行
う
必

要
が
ご
ざ
い
ま
す
。

【
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
の
作
成
】
に
つ
い
て

は
、
現
在
は
「
災
害
時
要

援
護
者
名
簿
」
を
福
祉
課

で
整
備
し
、
災
害
時
に
対

応
し
て
お
り
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
対

応
と
し
て
は
、
避
難
所
が

開
設
さ
れ
た
初
期
段
階

で
、
要
援
護
者
の
中
で
も

特
に
見
守
り
が
必
要
と
さ

れ
る
方
に
つ
い
て
、
各
地

区
の
民
生
委
員
に
状
況
確

認
及
び
声
掛
け
等
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

地 震 水 害 土砂災害
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総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

災
害
時
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
、
ポ
ス

タ
ー
作
成
に
つ
い
て

全
国
で
千
葉
県
は
第
４
位

災害時には何をするか
指示を出して

調査時の区長に、チラシの回覧をお願い

被
災
さ
れ
た
皆

様
に
、「
早
い
段

階
で
何
を
ど
の
様
に
し
た

ら
良
い
の
か
」
指
示
を
出

し
て
欲
し
い
が
、
出
せ
る

か
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

防
災
無
線
の
確

認
を
宿
直
者
が
対

応
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す

か
。

被
災
状
況
の
違

う
地
域
の
方
に
、

「
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
き

な
か
っ
た
事
」
を
、
周
知

徹
底
し
て
も
ら
う
為
に
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ポ
ス
タ
ー

に
ま
と
め
て
対
応
が
で
き

な
い
か
伺
い
ま
す
。

児
童
虐
待
と

は
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
指
し
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

児
童
虐
待
の
現

状
把
握
や
、
具
体

的
な
支
援
の
活
用
内
容
を

伺
い
ま
す
。

問

問 問

問問

災
害
調
査
時
に
支
援
内

容
を
示
す
事
は
、
難
し
い

状
況
で
す
。
住
ま
い
が
被

災
を
受
け
た
と
き
に
、
最

初
に
行
う
こ
と
を
記
載
し

た
チ
ラ
シ
を
回
覧
し
て
い

た
だ
く
よ
う
、
調
査
時
に

区
長
に
お
願
い
を
し
ま
し

た
。

災
害
に
備
え
る
知
識
や

被
災
後
の
生
活
再
建
を
ま

と
め
た
災
害
時
の
対
応
な

ど
、
効
果
的
な
情
報
の
周

知
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

防
災
無
線
の
問
い
合
わ

せ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

宿
直
者
が
対
応
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。

電
話
で
の
音
声
確
認
機

能
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

防
災
無
線
に
更
新
し
た
時

に
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

町
公
式
ラ
イ
ン
へ
発
信
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と

で
、
終
了
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
災
害
情
報
の
内
容

を
繰
り
返
し
放
送
し
、
情

報
が
届
く
よ
う
対
応
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

身
体
的
虐
待
・
性
的
虐

待
・
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児

放
棄
）・
心
理
的
虐
待
の
４

つ
を
指
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
全
国
の

議員鈴木ゆきこ

効
果
的
な
情
報
の
周
知

防
災
行
政
無
線
の
活

用
に
つ
い
て

ま
た
、
令
和
５
年
８
月

の
広
報
誌
に
音
声
確
認
機

能
は
終
了
し
ま
し
た
と
掲

載
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今

ま
で
と
同
じ
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
を
入
れ
て
い
た
だ
け

な
い
か
伺
い
ま
す
。

電
話
で
の
音
声
確
認

は
終
了
し
ま
し
た

児
童
虐
待
に
つ
い
て

児
童
虐
待
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
に
よ

り
４
つ
に
分
類

福
祉
課
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

児
童
虐
待
の
支
援
に

つ
い
て

児
童
相
談
所
の
虐
待
相
談

対
応
件
数
（
速
報
値
）
は
、

21
万
9
，
１
７
０
件
で
令

和
３
年
度
と
比
較
し
、

１
万
１
，
５
１
０
件
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

全
国
的
に
は
増
加
傾
向

で
あ
り
、
県
内
で
は
千
葉

市
を
除
く
と
、８
，７
４
７

件
で
令
和
３
年
度
と
比
較

す
る
と
、
８
４
６
件
の
減

で
し
た
。

千
葉
県
で
は
心
理
的
虐

待
が
最
も
多
く
、
次
い
で

身
体
的
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク

ト
、
そ
し
て
性
的
虐
待
の

順
で
す
。
町
で
は
、
ほ
ぼ

横
ば
い
で
推
移
し
、
ネ
グ

レ
ク
ト
の
割
合
が
多
い
状

況
で
す
。

支
援
で
は
、
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
を
設

置
し
、
県
の
機
関
や
小
中

学
校
や
保
育
所
な
ど
と
連

携
し
、
困
難
事
案
の
早
期

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
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加藤喜男

出産祝金は町長の手渡しで
相手方の都合も加味し検討する

本
町
の
新
生
児

は
令
和
元
年
度
が

19
人
、
2
年
度
が
27
人
、

3
年
度
が
26
人
、
4
年
度

が
20
人
、
本
年
度
は
途
中

で
す
が
11
人
と
い
う
こ
と

で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に

お
い
て
、
町
で
は
「
長
南

町
出
産
祝
金
支
給
要
綱
」

に
よ
り
、
第
１
子
、
第
２

子
に
は
10
万
円
、
第
３
子

以
降
に
は
30
万
円
の
祝
い

金
を
口
座
振
込
で
お
渡
し

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
ご
提
案
で
す

が
、新
生
児
の
祝
い
金
は
、

町
長
が
自
ら
お
宅
に
赴
い

て
、
直
接
お
渡
し
す
る
の

が
良
い
の
で
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
近
年
の
新
生

児
は
約
20
人
程
度
で
す
か

県
で
は
、
豪
雨

に
対
し
て
水
位
計

や
カ
メ
ラ
を
主
要
な
河
川

な
ど
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
本
町
で
も
主
要
な
箇

所
や
増
水
の
あ
っ
た
所
に

監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で

配
信
し
て
は
ど
う
な
の
か

伺
い
ま
す
。

町
民
と
の
交
流

を
図
る
一
環
と
し

て
、
町
民
と
の
意
見
交
換

会
を
令
和
5
年
9
月
、
10

月
に
催
し
ま
し
た
。
町
民

と
直
接
、
町
長
が
対
話
す

る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に

す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。

懇
談
会
の
状
況
を
伺
い

ま
す
。

問

問

問

河
川
の
状
況
を
個
人
が

確
認
で
き
る
こ
と
は
、
避

難
準
備
を
す
る
上
で
も
大

変
有
効
な
手
段
で
す
。
現

出
産
祝
い
金
に
つ
い
て

第
３
子
以
降
の
30
万
円
に

つ
い
て
は
、
加
藤
議
員
か

ら
の
提
案
で
実
現
さ
せ
た

と
い
う
よ
う
な
記
憶
が
あ

り
ま
す
が
、
確
か
に
私
が

直
接
お
祝
い
を
持
参
す
る

こ
と
は
大
き
な
意
義
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

相
手
の
都
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。子

育
て
中
の
親
御
さ
ん

と
の
懇
談
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て

積
極
的
に
設
け
て
い
る
つ

も
り
で
す
。
つ
い
こ
の
間

も
、保
育
所
の
親
御
さ
ん
、

役
員
の
皆
さ
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
十
数
名
と
、
今
後

の
子
育
て
支
援
の
在
り
方

に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た

幅
広
い
年
代
層
か
ら
ご

意
見
を
頂
き
、
非
常
に
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
も
人

口
減
少
、少
子
高
齢
化
で
、

ど
う
し
た
ら
人
口
減
少
を

食
い
止
め
ら
れ
る
の
か
を

真
剣
に
考
え
て
く
れ
て
い

る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
ご

意
見
を
し
っ
か
り
受
け
止

め
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

議員

▶�

県
が
設
置
し
て
い
る
カ
メ
ラ

　
（
給
田 

埴
生
橋
）

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

総
務
課
長

総
務
課
長

町
内
の
主
要
河
川
に

監
視
カ
メ
ラ
を

県
に
設
置
個
所
の
増

加
を
引
き
続
き
要
望

加藤喜男
ら
、
時
間
的
に
は
何
と
か

な
る
の
で
は
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
が
、
町
長
の
お

考
え
を
伺
い
ま
す
。

だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
で
き
る
だ
け

子
育
て
中
の
親
御
さ
ん
と

の
接
触
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

国
土
交
通
省
の
川
の
防
災

情
報
で
千
葉
県
内
の
河
川

の
水
位
や
静
止
画
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

本
町
内
に
は
、
須
田
地

先
、
松
ケ
枝
橋
に
は
水
位

計
、
給
田
地
先
、
埴
生
橋

に
は
監
視
カ
メ
ラ
、
豊
原

地
先
、
豊
原
橋
に
は
水
位

計
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

常
時
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
な

状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
県
に
設
置
箇
所
を
増

や
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
引
き
続
き
要
望
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
▼
川
の
防
災
情
報

（
国
土
交
通
省
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
）

h
ttp
s://w

w
w
.

river.go.jp/index

町
民
懇
談
会
の
状
況
は

幅
広
く
意
見
を
頂
い
た
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▲昭和 47年に建築された園舎

▲園庭の水はけに問題がある

▲床の張り替えや部分的な修繕で対応している
（※修繕計画に基づき、現在では全面修繕されています）

▲フェンスは老朽化が進んでおり、高さが低い

教育民生
常任委員会

活動レポート

「長南保育所」視察報告
【視察日】令和 5年 11 月 17 日（木）
【参加者】岩瀬委員長、太田副委員長、加藤委員、河野委員、今井事務局長
　　 　　糸井教育長、三十尾教育課長、長谷福祉課長、永吉所長、速水主任保育士、麻生管理栄養士
【執筆者】岩瀬委員長

目
　
的

長
南
保
育
所
の
保
育
と

施
設
の
現
状
を
視
察
す

る
。そ

し
て
、
保
育
士
等
と

保
育
と
施
設
に
関
す
る
課

題
や
問
題
等
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
を
行
い
、
保
育

現
場
へ
の
理
解
を
深
め

て
、
よ
り
一
層
保
育
行
政

と
環
境
の
充
実
を
図
る
。

視
察
方
法

委
員
の
自
主
研
修
と
し

て
実
施
す
る
。
ま
ず
、
施

設
の
調
査
と
保
育
状
況
を

確
認
し
、
そ
の
後
、
給
食

を
試
食
し
な
が
ら
、所
長・

保
育
士
・
管
理
栄
養
士
と

保
育
上
の
課
題
・
問
題
に

つ
い
て
、
意
見
交
換
を
実

施
す
る
。

視
察
概
要

昭
和
47
年
に
建
築
さ
れ

た
園
舎
は
、
年
中
と
年
長

組
が
利
用
し
て
い
る
が
、

全
体
的
に
老
朽
化
が
進

み
、
床
の
張
り
替
え
や
部

分
的
な
修
繕
で
対
応
し
て

い
る
。

し
か
し
、
全
て
の
教
室

に
空
調
設
備
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
年
間
を
通
し
て

快
適
な
保
育
空
間
が
確
保

さ
れ
て
い
る
。

園
庭
に
つ
い
て
は
、
排

水
施
設
が
一
部
未
整
備
で

あ
り
、
水
は
け
に
問
題
が

あ
る
。
ま
た
、
正
門
前
を

除
く
フ
ェ
ン
ス
は
、
老
朽

化
が
進
む
と
共
に
、
フ
ェ

ン
ス
の
高
さ
が
低
い
と
思

料
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
５

人
で
使
用
す
る
調
理
場

は
、
床
面
積
の
不
足
が
懸

念
さ
れ
る
。
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▲０歳児のお昼

▲給食を試食しながらの意見交換

▲給食を作っている様子

▲自由遊び（粘土細工）

▲当日の献立

意
見
交
換
会
の
概
要

▼
調
理
場
の
床
面
積
は

５
人
で
調
理
し
て
い
て

も
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良

い
の
で
不
自
由
さ
は
感
じ

て
い
な
い
。

▼
配
置
人
数
不
足
で
は

基
本
的
に
乳
児
３
人
に

対
し
て
保
育
士
１
名
で
対

応
し
て
い
る
が
、
特
に
問

題
は
生
じ
て
い
な
い
。
一

時
的
に
不
足
す
る
と
き
は

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
対
応
可

能
で
あ
る
。

▼
給
食
へ
の
要
望
は

保
護
者
か
ら
、
家
で
野

菜
を
食
べ
な
い
の
で
、
増

や
し
て
欲
し
い
、
ま
た
、

給
食
の
レ
シ
ピ
を
貰
い
た

い
と
の
要
望
が
あ
る
。

食
材
費
を
増
や
す
こ
と

が
可
能
な
ら
ば
、
子
ど
も

達
に
更
に
栄
養
価
が
高
く

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
給
食
の

提
供
が
可
能
で
あ
る
。

「
考
察
」
と
し
て

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
必
要
と
な
る
、
子
育

て
世
代
か
ら
選
ば
れ
る
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
、
次
の
点
に
取
り
組

む
べ
き
で
あ
る
。

▼
施
設
関
係
等

老
朽
化
が
進
む
園
舎

は
、
将
来
の
保
育
児
童
数

の
推
計
に
よ
り
、
早
急
に

他
の
施
設
も
含
め
た
、
新

た
な
保
育
所
の
整
備
計
画

を
立
案
す
べ
き
で
あ
る
。

園
庭
は
、
子
ど
も
達
の

遊
び
等
に
支
障
を
き
た
さ

な
い
よ
う
速
や
か
に
、
雨

水
排
水
の
処
理
に
取
り
組

む
べ
き
で
あ
る
。

老
朽
化
し
た
フ
ェ
ン
ス

の
防
犯
性
を
高
め
る
と
共

に
、
防
犯
カ
メ
ラ
も
設
置

し
て
防
犯
対
策
の
向
上
を

図
る
べ
き
で
あ
る
。

情
報
技
術
の
導
入
を
進

め
て
保
育
士
の
保
育
と
事

務
の
負
担
を
軽
減
す
べ
き

で
あ
る
。

▼
給
食
関
係

給
食
は
、
今
後
も
共
働

き
世
帯
の
増
加
が
予
想
さ

れ
る
と
共
に
、
家
庭
で
の

食
育
推
進
も
期
待
さ
れ
る

の
で
、
今
以
上
に
給
食
の

充
実
に
取
り
組
む
べ
き
で

あ
る
。

▼
保
育
士
の
配
置
基
準

現
在
の
国
の
配
置
基
準

で
は
、
保
育
士
へ
の
負
担

が
大
き
く
、
求
め
ら
れ
る

保
育
の
質
の
確
保
も
難
し

い
と
思
料
さ
れ
る
の
で
、

町
独
自
の
配
置
基
準
を
作

り
、
保
育
の
充
実
と
保
育

士
の
負
担
を
軽
減
す
べ
き

で
あ
る
。
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長南町議会広報特別委員会

発行責任者　　松　野　唱　平
委 員 長　　加　藤　喜　男
副委員長　　太　田　久　之
委 員　　森　川　剛　典

同 　　河　野　康二郎
同 　　鈴　木　ゆきこ

月月つ
き
ざ
き

つ
き
ざ
き﨑﨑　　

亜亜あ

み

あ

み美美    

さ
ん
さ
ん

松松ま
つ
や

ま
つ
や屋屋　　

美美み

わ

み

わ和和    

さ
ん
さ
ん 若い力

ちょうなんの

自
然
豊
か
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
長
南
町

自
然
豊
か
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
長
南
町

自
然
豊
か
で
癒
さ
れ
る
町

自
然
豊
か
で
癒
さ
れ
る
町

私
は
長
南
町
で
生
ま
れ
育

ち
ま
し
た
。
結
婚
し
て
東
京

で
生
活
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
、
自

然
に
囲
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
、

の
び
の
び
と
子
育
て
を
し
た

い
と
思
い
、
夫
と
相
談
し
て

長
南
町
へ
の
移
住
を
決
め
ま

し
た
。
そ
の
際
は
町
移
住
者

へ
の
補
助
金
も
あ
り
助
か
り

ま
し
た
。
長
南
町
に
戻
っ
て

き
て
、
東
京
に
は
な
い
澄
ん

だ
空
気
、
星
空
の
綺
麗
さ
に

夫
も
感
動
し
て
い
ま
す
。

私
が
子
ど
も
の
頃
、
小
学

私
は
長
南
町
で
育
ち
、

長
南
町
に
家
を
建
て
、
３

人
の
子
育
て
を
し
て
い
ま

す
。
子
供
に
対
し
長
南
町

は
手
厚
い
支
援
が
あ
り
、

子
育
て
世
帯
に
と
っ
て

は
、
と
て
も
あ
り
が
た
く

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

町
に
は
遊
具
や
公
園
が

少
な
く
、
移
動
手
段
は
主

に
車
で
す
が
、
周
り
に
は

緑
豊
か
な
自
然
が
広
が
っ

て
い
て
、
子
供
と
散
歩
に

出
か
け
る
と
、
地
域
の

方
々
が
笑
顔
で
温
か
く
声

校
は
４
校
あ
っ
た
の
が
今
は

合
併
し
て
１
校
に
な
り
、
全

校
生
徒
数
も
か
な
り
減
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
私
の
子
ど

も
の
学
年
は
、１
ク
ラ
ス
で
、

保
育
所
の
頃
か
ら
こ
の
先
中

学
校
ま
で
ず
っ
と
同
じ
メ
ン

バ
ー
で
す
が
、
小
さ
い
頃
か

ら
知
っ
て
い
る
子
ど
も
達
の

成
長
を
見
て
い
く
事
が
で
き

る
の
も
楽
し
み
で
す
。

自
然
豊
か
な
長
南
町
で
こ

れ
か
ら
も
、
の
び
の
び
と
成

長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
。

を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま

す
。そ

ん
な
温
か
さ
に
触
れ

る
た
び
、
自
然
豊
か
な
環

境
の
中
で
子
供
た
ち
が
、

の
び
の
び
と
育
つ
こ
と
が

で
き
る
長
南
町
に
住
み
、

子
育
て
で
き
る
こ
と
を
幸

せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。

自
然
豊
か
な
魅
力
あ
ふ

れ
る
長
南
町
の
良
さ
を
、

よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
え
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

次
回
の
定
例
議
会
は
、

２
月
29
日（
木
）か
ら

開
会
の
予
定
で
す
。

関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年
、

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
29
年
、
そ

し
て
東
日
本
大
震
災
か
ら
12
年
余

が
経
過
し
た
、
２
０
２
４
年
元
旦

に
震
度
７
を
観
測
す
る
能
登
半
島

地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

「
地
震
大
国
」「
災
害
大
国
」
で

あ
る
日
本
は
、
大
災
害
が
繰
り
返

さ
れ
、
南
海
ト
ラ
フ
・
首
都
直
下

地
震
な
ど
の
発
生
は
確
実
に
迫
っ

て
お
り
、
大
き
な
地
震
は
い
つ
ど

こ
で
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
と

思
い
ま
す
。

災
害
時
の
自
助
・
共
助
・
公
助

の
限
界
を
知
り
、
防
災
・
減
災
の

た
め
の
備
え
と
平
時
の
つ
な
が
り

を
築
く
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
限
界

を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
町
が
被
害
を
受
け
た
昨
年
の

台
風
13
号
に
伴
う
豪
雨
災
害
、
そ

し
て
能
登
半
島
地
震
災
害
の
復
旧

復
興
活
動
で
の
視
点
で
あ
り
教
訓

化
の
視
点
と
し
て
、
防
災
・
減
災

の
た
め
の
「
備
え
・
平
時
の
つ
な

が
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
議

論
を
尽
く
し
取
り
組
ん
で
い
く
決

意
で
す
。�

（
河
野
康
二
郎
）

委
員
の
ひ
と
り
ご
と

議
長
・
議
員
が
出
席
ま
た
は
参
加
し
た
主
な
行
事

【
11
月
】

　
3
日　
長
南
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３

　
4
日　
長
生
村
村
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典（
松
野
議
長
）

　
9
日　
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
定
例
会
（
加
藤
議
員
）

　
22
日　
千
葉
県
町
村
議
会
議
長
会
定
例
会（
松
野
議
長
）

　
24
日　
長
生
広
域
市
町
村
圏
組
合
定
例
会（
松
野
議
長・御
園
生
議
員
）

　
26
日　
市
原
市
市
制
60
周
年
記
念
式
典（
松
野
議
長
）

　
27
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
29
日　
第
67
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会（
松
野
議
長
）

　
30
日　
第
３
回
臨
時
議
会

【
12
月
】

　
4
日　
負
担
金
審
議
会
特
別
委
員
会（
松
野
議
長
）

　
5
日　
第
４
回
定
例
議
会
（
～
8
日
）

　
　
　
　
常
任
委
員
会
（
総
務
経
済
・
教
育
民
生
）

　
14
日　
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
（
松
野
議
長
）

【
1
月
】

　
7
日　
成
人
式
（
松
野
議
長
）

　
11
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
13
日　
長
生
郡
市
消
防
出
初
式（
松
野
議
長・御
園
生
議
員
）

　
15
日　
３
市
３
町
議
会
議
長
連
絡
協
議
会
行
政
懇
談
会（
松
野
議
長
）

　
24
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
26
日　
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
全
員
協
議
会
（
加
藤
議
員
）


